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は じ め に
9
昭和60年度は,人 事面では大きな異動がな く,比較的安定 した時期であ
ったが,研 究面や事業面では話題の多い年度であった。
まず研究面か らい うと,特別研究3件 の うち2件 がこの年度に新 しくス
ター トした。元来,'1り研究所で行っている研究は,大 別す ると4種に分け
られ る。その第1は,所 員が 自ら課題を選択 して行な う「一般研究」であ
り,策2は,多 数の所liが一つの課題をめ ぐって総合的に行なう「特別研
究」である。 このほかに第3と して,k化 財の所有者などか らの委託を受
けて行な う「受託研究」,第4として「科学研究費による研究」がある。かよ



















1.設 立 の 経 緯
2.年代別 重要 事項




3.名 誉 研 究 員
4.昭和60年度予算
5.昭和60年度科学研究費補助金交付一一覧








A.一 般 研 究
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B.特 別 研 究
C,科学研究費
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C.受 託 研 究
D.科学研究費
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A,一 般 研 究
B.科学研究費


























2.公開 学 術 講 座










3.機 器 ・・設 備











































同 年10月 東京市上野公園内 に鉄筋 コンクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192m2の建物1棟 を起工 した(本館)。
同3年9月 前記の建物が竣工したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図




同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に
金15万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。





同 年4月18日 株式会社朝 日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う
5か年間毎年5千 円,合計2万5千 円を帝国美術院に寄附 したいとの申出があった。




同10年1月28日鉄筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積129m2の書庫が竣工 した。
































同26年1月31日美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・
庶務室が置かれた。
同27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定め ら
れ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究所組織規
程が廃止された。
また,文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。


















同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され,新 たに保存科学
部に修理技術研究室が置かれた。












同 年11月2日 所長及び庶務課は,本館か ら保存科学部庁舎の1階に移転した。










5部1課 とな り,情報資料部に文献資料研究室及び写真資料研究室が置かれ,美 術
部資料室は廃止された。
同53年3月20日本館構内の写場等(木造平家建延面積144m2)を取 りこわし,情 報資
































































(昭 和5,6.28～ 昭 和6.11.24)
(昭 和6.11。25～ 昭 和10.5.31)
(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)
(昭 和11,6.22～ 昭 和17.6.28)
(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.15)
(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)
(昭和23,5.11～ 昭 和24.8.30)
(昭和24.8.31阿 昭 和27.3.31)













一 庶 務 課



























































































































































































































































墨俗芸能酬 室 即 オ
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所 属 官 職 名1
庶 務 課t事 務 補 佐 員 年 代
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業 務 補 佐 員 松 田
芸 能 部[調査研究員(非)山 田
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名1退 職 時 官 職 名
綬
田 村 悦 子
猪 川 和 子
美 術 部 長
〃
修 復 技 術 部 長
保 存 科 学 部 長




情 報 資 料 部 長
美 術 部 長
美術部第二研究室長




























































事 業 管 理
一 般 研 究










文 部 本 省
各 所 修 繕
































種 別1 課 題 名
総合研究㈹
!搬研究㈹






江 本 義 理1




























三 隅 治 雄1,600
三 輪 英 夫















東京芸術大学 蒲 生 郷 昭
井野辺 潔
東京農工大学 増 田 勝 彦
大江礼三郎 三 浦 定 俊
東京芸術大学 中 里 寿 克







本年度も前年度にひきつづき,木 造建 築構造 における接合 部の力学的研究を行っ






美術部は日本 ・東洋の古美術並びに日本の近代 ・現代美術とこれ らに関連ある西洋
美術についての基礎的調査研究を行い,か つその成果を公表す ることを 目的としてい
る。美術部は二室より構成され,古 美術は第一研究室が担当し,近代 ・現代美術は第
二研究室の担当である。
研究調査は各時代にわた り絵画 ・彫刻 ・工芸の各部門について,作品と文献資料と
の両面から実証的に進められており,共に基礎 となる研究資料の作成と整理とに努め
ているほか,現代美術の動向に関する調査 と資料収集をも平行 して行っている。また,
作品に関し,早 くか ら実施 して来た科学的な鑑識法を積極的に活用しているのも当部
の特色である。さらに情報資料部所員とは研究や調査の面で緊密な協力が行われてい


























して行 っている。 また,科 学研究費補助金により共同研究として「明治前半期の博覧
会,美術展覧会に関する基礎資料の収集と研究」(一般(B)代表者 三輪英夫第2年 度)











A.一 般 研 究
1.美 術基準作品の研究
わが国古代中世の美術工芸品の うち,国 宝 ・重要文化財あるいはそれに準ずる優作































































容の検詞(三輪,情 報資料部米倉 ・鈴木),黒田清輝宛書簡の解読 と関連資料の研究を











B.特 別 研 究
「壁回 ・障壁画の実証的研究」(4か年計画の第2年 度)













研究代表者 三輪英夫,研 究分担者 佐藤道信,山 梨絵美子)
本研究は転換期美術 としての特性をもつと考えられる明治前半期美術の動向を体系
的かつ正確に把握す るために,こ の時期の内外博覧会,美 術展覧会の基礎資料を収集
し研究することを目的に,2年 度にわたる研究の総括として下記のことを行った。






な特色が認め られた。また,日 本画,彫 刻,i二芸においてもほぼ洋画に準じる運動が
認められる。








を整x得 たとともに,こ の時期に顕著な美術上の特性を,と くに明治20年前後の作例
を比較検討することにより明らかにすることができた。
2.「日本美術における中世より近世への様式展開につ いての実証的研究」(一般研
究(A)研究代表者 関口正之,研究分担者 宮 次男,米倉辿夫,鈴 木廣之,島
尼 新,三 宅久雄,田 實榮子,鶴 田武良)






調 査 研 究
ら研究を進め,〈1}では高僧伝絵 と社寺縁起絵の分野について大分 ・永福寺蔵遊行上人




索に応 じられ るようにパーソナル ・コンピュータを用いた整理分類を行 うための作業
を前年度に引続き実施した。2彫刻班は在銘像を中心とした基準作品を検討するため
大阪 ・藤旧美術館蔵地蔵菩薩像,同 大心寺蔵阿弥陀如来像他を調査 した。また,古様
を見せ る長崎 ・宝円寺旧蔵降三世明王像をファイバー ・スコープにより調査 し延宝8
(1680)年の造像であることをつきとめ,中世か ら近世への様式展開を考察する上での
資料を得た。3工 芸班は前年度に調査 した片倉家伝来染織品その他について近世染織
品との比較研究と資料整理を行い,4中 国美術班も前年度に調査 した大阪 ・個人蔵,










演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室 より構成されている。芸能部の
研究目標としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究などが
あり,その研究に必要な資料の収集 ・整備及び記録の作成のための撮影 ・録音 ・録画




































また,長 期的に継続 している悔過会の研究に関 しては,醍 醐寺所蔵文書の調査 ・撮
影と慈恩寺 ・若松寺 ・滝山寺の法会の実地調査を行った。(佐藤 ・廣瀬)
2.邦 楽用語の研究
邦楽の用語は,分 野ごとにまちまちな使われ方を している。本研究は,そ れらを総
合的に把握 ・整理して,同 語異義,異 語同義などの様相を明らかにし,新 しい用語体
系の確立に資することを目的とする。本年度においても,その一部を達成した。(蒲生)
3.三 味線の音楽図像学的研究















研究は,各種の譜本及び奏演の実際か ら得 られたデータをもとに,難 子事の内容や形
態を客観的 ・体系的に記録 し,能の技法の解明に資することを 目的とす る。(蒲生 ・羽
田)
8.民 俗芸能の民俗的基盤の研究













謡の位置を究明す る目的をもって,前 年度に引続き近世歌謡の分析を行い,あ わせて
童歌の,特 に遊戯歌の芸謡的要素についての調査研究を行 った。(三隅 ・仲井 ・中村)










(一般研究⑧ 研究代表者 三隅治雄 研究分担者 宜保栄治郎)
わが国の伝統芸能の一翼を占める沖縄の舞踊は,そ の歴史的,地 理的状況か ら,周
辺の中国大陸 ・東南アジア ・太平洋諸島群 との交流を深めて,独特の様式 ・技法を確
立するに至った。本研究ではそうした沖縄舞踊の技法を,周 辺諸国の舞踊と比較 しな
がら分析を行い,そ の汎アジア的特質を解明す るとともに,そ の技法の舞踊譜化を実
現させようとするものであるが,本年度においては,沖縄の古典舞踊の技法を,沖 縄
在住の多数の伝承者を流派別に選んで ビデオ撮影した。また,イ ンドネシア ・マレー




調 査 研 究
教授 井野辺潔)
前年度に引続き研究分担者 として参加,豊 竹筑前少橡,豊竹比太夫,竹 本住太夫,
竹本組太夫,豊 竹鐘太夫の「風」の実体の考察を担当し,また,多 数の五線譜採譜を行
った。(蒲生 ・山田)
5.保 存 科学 部
(1)概 要
文化財の材質 ・構造に関す る科学的研究,並 びに文化財のおかれている保存環境の
自然科学的研究を行い,これ らを基礎 として文化財の保存に関す る技術的研究を行っ
ている。研究成果は文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立てられ
ている。また,文 化財の産地推定の研究も手掛けている。
研究組織は,化 学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室 から成っている。調査研
究の結果は,修 復技術部と共同の機関誌「保存科学」により公表される。






























1量f銅器,建 築彩色,腐 食生成物等について,試料を採取できないものに対 し
ては非破壊的方法により,X線 回折分析を併用 し材質を分析 して,技 法との関
連を調査した。
重文 ・荒神谷遺跡出土銅剣の本体,錆 を非破壊的に分析 し,素地の成分,錆
の鉱物組成を調査 した。(江本)
イ 可搬式X線 回折装置による非破壊的材質調査法の検討


















































主として展示室,収 蔵庫内の温湿度,照 明等の測定,新 設施設の屋内汚染因子の除
去,シ ーズニソグの検討を行い,展 示,保 存環境としての適否に関しモニター等を用

























































ア 紙の褐色斑(foxing)要因糸状菌の分類学的研究を行い,そ の結果を 日本菌学
会第29回大会で発表 した。






オ 低毒性防虫剤研究の一環 として,醐 素化合物のゴキブリに対する効力試験を
実施 した。(森)



















L調 査 研 究
測定を多種類の金属元素について行い,良 好 な結果 を得た。実際のサンプルについ
て,10種類程度の微量金属元素を同時に定量することを始めている。
2.鉛 同位体比測定
主として九州地方から出土した銅剣,銅 矛,銅 才,銅 鎌などを測定した。 これ らは
荒神谷遺跡(別項参照)出土遺物 との比較のために重要なデータになると思われる。
3.ガ ンマー線透視撮影
法隆寺48体仏のγ線による構造 ・技法に関する調査,SoからCsに変x,透 視 した
結果は巣の状態,嵌 め金等が新たに発見されている。12月に金銅仏の撮影を終了し
た。現在は結果の整理中である。
C.受 託 研 究
国宝,重 文 ・日光社寺建造物の保存に関する研究
大猷院二天 門の黒化現象を究明するために,光 学顕微鏡と走査電子顕微鏡を用い


















サメ,シ カ,三千本などのハイ ドロキシプロリン含有量を測定 し唐油画,日 本画,油
環境における変質現象を地球化学的にとらえ変質生成物を構成する化学種のキャラク
タリゼーションを明らかにし,指標となる元素,指 標に出来ない元素を選択す る。


























調 査 研 究





















































キを除去して絵を再現す ることになり検討 した結果,メ チレンクロライ ド系剥離材が
有効であることが判った。(樋口)
-31一
調 査 研 究
3.文 化財建造物の構造力学的研究
本研究は東京大学農学部木質材料研究室 と共同で行っているものである。本年度は
ぬき接合部の繰 り返 し変形に対する挙動について実験を行い,繰 り返 し変形Y'対して
は通常短 型 クサ ビの方が長型 クサビよりも優れていること,そ してその理由は長型 ク
サビのスベ リ現象によるものであることが明らかとなった。また,柄 接合部の強度試
験も行い,こ れ らの結:果と実大軸組n体 の水平 耐力との関係について解析,考 察し
た。(西浦 ・伊藤)
4.石 造文化財の保存修復に関する研究
(1)r要文化財 ・五輪堺(鎌田家所有,奈良県当麻)修理に伴 う樹脂処置を指導 した。























して固定 した。最後に全体にSS101を塗付含浸 して表面強化,防 水をはかった。懸
魚石,鬼瓦石については大亀裂の固定をエポキシ樹脂注入で行い,剥 離部はSS101と






(7)三重県津市,重 文 ・専修 撤ll来堂の屋根替え工事にかかわる当初獅子口瓦の再
用の可否と必要な保存,修 復処置について調査,指導を行った。劣化は割損,化 粧部













金属製品保存処理の際に腐食の原因物質であ る塩化物 を取除 く処置を行っている
が,満 足な結果が得られていない。新 しい方法として窒素ガス雰囲気中に常に新鮮な
蒸留水を循環させる処理について実験を行い良好な結果を得た。
錆の安定化処理 として鉄製品については,ア ルカリン・サルファイ ト法を発掘直後
の群馬県大泉町,原 前古墳出土品に対 して,ま た,銅製品についてはベンゾトリアゾ
ー33一
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虫損文書を修理するための漉嵌機は,ソ ビエ ト型を既に試作 していたが所要水量,
時間,作 業性などに改良を加えるたあ,新 型機開発のための予備実験を行った ところ
好結果を得,来年度以降推進す るために準備中である。(増田)
B.特 別 研 究
金属文化財の材質技法及び保存に関する科学的研究(4か年計画の第1年 次,保存
科学部と共同研究)




























遺物は,細 形銅剣,青 銅製把頭飾,銅 鏡各1点 であるが全体に錆による損傷が著 し
かった。
螢光X線 分析によりこれ らの材質は青銅であること,また,鉛 同位体分析によりこ
れ らはいずれも中国華北地方からの鉱石から作られたことが判った。更に塩化銅の有
無をX線回折分析により確認 した。把頭飾に付着していた繊維紐は組織同定により大









薬師堂石仏近 くの崖面を実験場所 として,縦約2.5m,横約1.5mの範囲を設定 し赤
塗料で線を引いた。そして赤線にそって15～20㎝間隔で直径約2cm,長さ約1mの 孔













木友也,研 究分担者 江本義理,馬 淵久夫,見城敏子,新井英夫,石 川陸郎,門











② 厚 さの薄い胡粉及び黄土層を各種の薬剤で剥落どめ処置 し,その接着力,処 慨
前後の色差を測定した結果,ふ のり,PVA,エマルジョンなど水性系のものが,溶 剤
溶液系のものよりも結果がよいことが確認された。
(3)丹彩色の場合,膠 の濃度が丹に対 し2～3(重量%)のとき最 も定着性がよいこ
とが ウエザーメーターによる劣化試験により確認された。
(4)青色顔料の岩群青,新 岩群青,藍 についての耐候試験を行った結果,藍 がよい
ことが判明した。
(5)漆塗装部の修理再生法として,摺 漆と合成樹脂塗付との比較をウエザーメータ
ーに よる劣化後の光沢度と耐久性で調べた結果,フ ッ素樹脂クリヤラッカーが最 も優







㈲ 重文 ・妙義神社総門,同 浅間神社の建造物彩色に用いられている顔料の材質の
組成を螢光X線,X線 回折により明らかにした。 また,彩 色層のセクショソを顕微鏡
写真で撮影 しその下地技法を解明した。
(7)三千本,鹿,兎 など各膠の中のハイ ドロキシプロリンに着 目し,ア ミノ酸分析
法によりその含有量か ら膠を同定できる可能性が判ってきた。
(8}高尾山薬王院蔵,本 尊不動明王及び脇侍2躯 の泥地彩色の保存処置に関する実
験的研究を行った。これ らの彩色はいずれ も彩色法を若干異にし,また,数 回の塗直
しが行われている。












和紙の懸水による劣化を測定 した。日本画家が通常使用している明馨 ・膠 ・水の比
率で調製 した暮水と,そ の十倍量の明禁で調製した馨水,明 馨を硫酸パン ドで代用し
































当部研究員は,上 記業務を行 うと共に日本 ・東洋美術史各分野で研究活動を行って









料の整理 ・保管 ・閲覧を行っている。また,日 本 ・東洋古美術関係の文献目録を作成




































次男 研究分担者 柳澤 孝,田 実栄子,三宅久雄,関 口正之,三 輪英夫,佐 藤





















7.主 要研 究業 績
①:箸 書 ・編 欝 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究 発 表 ⑤:講 演 ・放 送 ⑥:そ の他
昭 和60.4～昭 和61,3
伊藤 延 男(所 長)
③ 国 宝 大 辞 典 五 建 造 物(分 担 執筆)講 談 社60.9
nSomeProblemsontheTrainingofConservatorsandRestorers
国際 シ ンポ ジ ウ ム ア ジ ア の文 化 遺 産 の 再 発 見 上 智 大 学60.4
④PresentConditionoftheTrainingofSpecialistsintheConservationof
CulturalPropertiesinJapan第9回 国際 研 究 集 会 東 文 研60.11
⑤ 文 化 財保 護 の 現状 と課 題 社 会 教 育 ・仁事 講 凋会 祉 会 教 育 研 究所60.5
⑤ 人 文 科 学 と 自然科 学,海 外 に お け る保 存 制 度 ・専 門 家 養成 の 動 向
博 物 館 ・美 術 館 等 保 存 担 当 学 芸 員 研 修60.8
⑤ 博 物 館 展 示 資 料 の 保 存 科 学 初任 者 研 修 会 日本 博 物 館 協 会60.8











































































































② 新野の盆踊 りr民 俗芸能』6660,11















































「季 刊 邦 楽 」43^4660.6^61.3
第8回 千 寿 の会 プ ロ グラ ム60.10
芸能部夏期学術講座











④ ささらの芸能 一佐渡の小獅子舞一 民俗芸能学会60,12
⑤ 武蔵野の民謡TBS「 美を求めて」61.1
廣瀬 美都(演劇研究室)
② 日本の伝統音楽における記譜 一古代 ・中世起源の音楽を中心に
「記号学研究」560.5
③ 雅楽 ・仏教音楽関係項 目r大 百科事典』 平凡社60.6







② シンポジウム 民謡 一 日本 とヨーロッパーr魚 津シンポジウム①』61.3




















































































② 第7号 墓棺内の保存環境 「長岡藩主牧野家墓所発掘調査報告書」61.1
② 光モニターの利用 一展示照明の安全な使用のために一 「保存科学」2561.3
② 虎塚古墳の石室の温度環境について 「保存科学」2561.3
② 古代漆の分析の際の前処理 「保存科学」2561.3
















⑥ 文化財と徽 ・害虫及びその防除法 指定文化財修理技術者講習会60.7
⑥ 紙類の微生物による被害 とその防除
(第7回書籍・古文書等のむ し・かび害保存対策研修会)㈲ 文化財虫害研究所60.7

















② 博物館・美術館の照明のあり方 「電設 レポート」6
③ ラジオグラフィーの目 一木造阿弥陀如来立像一
「軟X線研究会誌」Vo1.1









































































日本 ペ ス トRジ ー研 究 会 第1回 発 表 会60,11
--49一





⑤ 書 籍 ・古 文 書等 を 加害 す る昆 虫 とそ の被 害対 策
(第8回 書 籍 ・古 文書 等 の む し ・か び 害 保 存 対 策研 修 会 講演)
側)文化 財 虫害 研 究 所60,7
⑤ 爆 蒸 処 理 標 準 仕 様 と危 害 防 止 措 置 及 び爆 蒸 効 果 の 判 定 に つ い て
(第6回 文 化 財 の燥 蒸 処 理 実 務 講 習 会 講 演)㈲ 文化 財 虫害 研 究所60.10
⑤ 古 襟 ・古 文 書 ・仏 像 の虫 害 対 策
(東京 都 江 東 区 芭 蕉 記 念 館 講 演)東 京 都 江 東 区 教育 委 員会 社 会 教 育 課60.10
⑥ 文 化 財 の 虫害 と防 除
(第8回 文 化 財 虫 菌 害 保 存 研 修 会 講 演)㈲ 文 化 財 虫害 研 究 所60.12
⑥ 文 化 財 の 虫害 対 策(第8回 文 化 財 虫 菌 害 対 策)
(第8回 文 化 財 虫菌 害 防 除 作 業 主 任 者 能 力 認 定 講 習 会 講 演)
側)文化 財 虫 害 研 究 所61.2






⑤ 保存修復概論 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修60.7
⑤ 伝統技法と保存科学の適用 指定文化財展示取扱講習会60.7,60.11
⑤ 文化財の調書作成 工芸品1(金土,刀 剣,甲 冑等)(同 上)60.7,60.11
中里 寿克(第一修復技術研究室長)




















⑤ 文化財の劣化と防止策 皿 指定文化財展示取扱講習会 東ブロック60.7
西ブロック60.11
⑤ 文化財の修復と合成樹脂 博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修60.8














調 査 研 究
② 工学的診断調査 一古石材の診断及び再用のための保存修復処置一
「重文 ・園比屋武御嶽石門修理報告書」61,3
② 史跡 ・薬師堂石仏の保存修復処置に関す る研究く受託研究報告書〉(三浦と共著)
「薬師堂石仏保存修理調査事業報告書」61,3
② 薬師堂石仏の岩石の物性(比重 ・空隙率 ・吸水速度)について 同上61.3

















「全集 日本の古寺」15四天王寺と大阪 ・兵庫の古寺 集英社60.5
② 高僧 ・祖師伝絵 同4甲 斐 ・東海の古寺 集英社60.6
② 縁起絵について 同5石 山寺 と近江の古寺 集英社60.7
② 法華経変相図 「日本の古典文学」3一 冊の講座絵解き 有精堂60.9
② 八幡大菩薩御縁起と八幡縁起 上 「美術研究」33360.9





② 八幡大菩薩御縁起と八幡縁起 中 「美術研究」33561.3
③ 法華経の美術 「全集 日本の古寺」4甲 斐 ・東海の古寺 集英社60.6
③ 美と祈 りの法華経 日蓮と法華経信仰 読売新聞60.12
③ 絵でたどる法華経二十八品の教え 同上60.12











③ 研究資料 無量寿寺本「拾遺古徳伝絵」 「美術研究」33260.6
④ 無量寿寺本「拾遺古徳伝絵」 美術部 ・情報資料部研究会60.7
鶴田 武良(写真資料研究室長)
② 宋紫石 一旅 日中国画家研究(国華1028号掲載論文の中文訳)
「美術」1985年6期60.6




③ 吸収期の鉄斎 「鉄斎 一吸収の時代展目録」鉄斎美術館60.2
④ 中国における西洋画の受容 東京国立文化財研究所総合研究会61,3








③ 研究資料 廻国道の記(3)「 美術研究」33360.9
④ 円山応震筆略駝図をめ ぐって 近世絵画研究会60.10
島尾 新(文献資料研究室)


































































































「壁 画 の 保 存 」を 主 題 と した,保 存 科 学 部 ・修 復 技 術 部 担 当 の2年 継 続 の 国 際 研 究 集
会 の 第2回 目(59.11.19～11.22)のプ ロ シ ー デ ィ ソ グ ス(英 文)を 刊 行 し た 。 第1回 目
は,古 墳 や 洞 窟 内 の 壁 画 の 保 存 に 関 連 した 内 容 で あ り,今 回(第2回)で は,地 上 に あ
る 壁 画 と し て,主 に 建 造 物 内 の 壁 画 の 保 存 ・修 復 に 関 連 し た 内 容 を 取 扱 っ た 。 日 本 の
壁 画 と して,張 付 壁,襖,屏 風 な ど も 含 む も の と し て 発 表 が 行 わ れ た 。 本 プ ロ シ ー デ
ィ ン グ ス に は,発 表 論 文,質 疑 応 答,総 合 討 議 な ど が 含 ま れ て い る 。 内 容 は 下 記 の 通





























































川田 禮子 ・仲濱 靖一














開会の辞 所長 伊藤 延男
鎌倉時代の輸入陶磁器と国産陶磁器
東京国立博物館工芸課陶磁室長 矢部 良明


















長)が担当し,7月8日 か ら7月12日までの4日間にわた り実施 した。 受講対象は都
内各大学の大学院生とし,本年度は,東 京芸大 ・早稲田 ・明治 ・国学院 ・玉川学園大






















し,く ん蒸室,保 存科学室,修 復室等の保存に関する部門や施設設備が整備されて,
学芸員のうちか らこれ ら保存部門を担当する職員が配置されてきている。しかし,そ
れ らの職員が保存科学,技 術の知識を習得 しようとしても適切な学習の場や教材がな









15名。 日程及び研修題 目・講師は下記の通 りであった。
7月29日(月)
1.開 会式 ・オ リエンテーション
2,保 存科学概論 保存科学部長 江本 義理
3.人 文科学と自然科学 所 長 伊藤 延男
7月30日(火)
4.海 外におけ る保存制度 ・専門家要請の動向 伊藤 延男
5,文 化財の分析化学1保 存科学部化学研究室長 馬淵 久夫
6.文 化財の分析化学II馬 淵 久夫
7月31日(水)
7.保 存修復概論 修復技術部長 鈴木 友也
9,展 示環境1一 環境と劣化一 保存科学部主任研究官 門倉 武夫







13.実 習 一虫 ・かび害と対策1一 新井 英夫
14.実 習 一虫 ・かび害と対策m新 井 英夫
8月2日(金)
15.温湿度の計測 保存科学部主任研究官 三浦 定俊
16,文化財の照明 保存科学部主任研究官 石川 陸郎
17.実 習 一光源の扱い一 石川 陸郎
8月3圓(土)




19.実 習 一 くん蒸一 新井 英夫
20.展示 環 境II一 因子と劣化一 見城 敏子
21.実 習 一展示環境一 見城 敏子
8月9日(火)
22.表具の科学 修復技術部第二修復技術研究室長 増田 勝彦
23.実 習 一表 具一 増田 勝彦
24.金属文化財の保存修復修 修復技術部主任研究官 青木 繁夫
8月1日(水)
25.実 習 一温湿度機器の補正一 三浦 定俊
26.科学写真の文化財への応用 石川 陸郎
三浦 定俊
27.実 習 一科学写真1一 石川 陸郎
28.実 習 一科学写真II一 石川 陸郎
8月6日(金)
29.実 習 一科学写真 皿一 三浦 定俊
29.文化財の修復 と合成樹脂 修復技術部第三修復技術研究室長 樋 口 溝治








っいて,で あって,こ れには伝統芸能も含まれる。その具体的内容は,各 発表題目の
通 りである。








第9回 文 化 財 の保 存修 復 に 関 す る国際 研 究集 会
一 各種 文 化財 に 関 す る専 門 家 の 獲 成一
日 時 昭 和60年11月18日(月)～21日(木)
場 所 国立 社 会 教 育 研 修 所
(題名 及び 発表 者)
it月18日(月)
第1セ ッシ ョン 各 国 ・各 地 域 か らの概 況 報 告(ア ル フ ァベ ッ ト順)
オ ー ス トラ リアC.ペ ア ソ ン
中 華 人 民 共 和 国 張 羽 新
イ ン ドP.0.ア グ ラ ワル
イ ソ ド ネ シ アH.ス パ デ ィナ
日 本 伊 藤 延 男
大 韓 民 国T.Y.リ ー
オ ラ ソ ダ ∫.ロ デ ウ ィ ッ クス
タ イW.N.ソ ン クラ ー
イ ク ロムー トル コC.エ ル ダー
11月19日(火)
第2セ ッ シ ョン 博 物 館 専 門 家 ・修 復 技 術 者 ・芸 能 後 継 者 の 養 成 等
1.TrainingofMuseumOfficersintheCourseofHigherEducation(学校 教
育 に おけ る博 物 館 学 芸 員 の養 成)渋 谷 区 立 松 濤 美 術 館 藤 田 国雄
2.ThePresentConditionandTrainingofMuseumSpecialistsinChina(中
国に おけ る博 物 館 専 門 家 の 現 状 と養 成)中 国 文 化 部 文 物 局 幹 部 所 張 羽 新
3.TrainingCoursesforMuseumCuratorsandRestorersofArtObject(博
物 館 学 芸 員 と美 術 品 修 理 技 術 者 の トレー ニ ン グ コ ース に つ い て)




TheirTransmittersandRestorers(日本 に お け る工 芸技 術 の保 存 とそ の後 継 者
な らび に修 理 技 術 者 の 養成 に つ い て)東 京 国立 文化 財 研 究所 鈴 木 友 也
5.TheTrainingofRestorers(修復 技 術 者 の養 成)
オ ラ ン ダ保 存 修 復 担 当鑑 査 官J.ロ デ ウ ィ ッ クス
6.TrainingofTransmittersofTraditionalPerformingArtsattheNational
TheaterofJapan(日本 の 国 立 劇 場 に お け る伝 統 芸 能 の 後 継 者 の 養 成 に つ い て)
国 立 劇 場 榎 本 由 喜雄
11月20日(水)
第3セ ッ シ ョ ン 建 造 物 ・遺 跡 保 存 技 術 者,保 存 科 学 者 の 養 成 等
7.TrainingofSpecialistsinVariousFselclsRelatedtoCulturalProperties
‐TheSituationinIndonesia‐(文化 財 保 護 に 関 す る各 領 域 での 専 門 家 の 養成
一 イ ン ドネ シ ア の現 状 一)イ ン ドネ シ ア文 化 局H .ス パ デ ィオ
8.TrainingofArchitectsasConservatorsintheCourseofHigherEciuca-
tioninJapan(学校 教 育 に お け る保 存 建 築 家 の 養 成)東 京 大 学 稲 垣 栄 三
9.TrainingofSpecialistsinConservationofMuralPainting(壁画 保 存 専 門
家 の養 成)タ イ壁 画 保 存 担 当官W.N.ソ ン クラ ー
10.TrainingofConservationSpecialistsforCulturalPropertyBuildings(文
化 財建 造 物 修理 技 術者 の養 成)文 化 庁 文 化 財 保 護 部 鈴 木 嘉 吉
11.StatusofTrainingCoursesinConservation(保存 に おけ る養 成 コ ー スの 位
置)イ ン ド国立 文 化 財 保 存 研 究 所0.P.ア グラ ワル
12.TrainingofConservationScientistsintheCourseofHigherEducation
andRefresherCourseSponsoredbytheTokyoNationalResearchInstitute
of・CulturalPropeties(保存 担 当者 の 学校 教育 に お け る養 成及 び東 京 国 立 文 化 財
研 究 所 に お け る養 成研 修)東 京 国立 文 化 財 研 究所 江 本 義 理
13.AProposalfortheCurriculumandSyllabusoftheScientificPrinciples
ontheTrainingofConservationSpecialists(保存 専 門家 養成 につ いて の科 学 的









ResearchInstitute(学校 教 育 に お け る考 古 学 者 の 養 成 及 び 奈 良 国 立 文 化 財 研 究所
にお け る養 成 研 修)奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 坪 井 清足
15.TraillingintheConservationofCulturalMaterialsinAustralia(文化財
保 存 に お け る養 成)キ ャ ンベ ラ大 学C,ペ ア ソ ソ
11月2旧(木)
第4セ ッシ ョ ン イ ク ロム 活 動 ・討 議
16,ICCROMandTrainingfortheConservaCionofCulturalProperties(文
化財 保存 の た め の イ ク ロム と獲 成)イ ク ロムC.エ ル ダー
17,総 合 討議 司会C.エ ル ダー,伊 藤 延 男
《 参 加者 》
























































立体X線撮影について 東文研 保存科学部主任研究官 石川 陸郎
同 三浦 定俊
青銅原料の産地推定 一鉛同位体比一
束文研 保存科学部化学研究室長 馬淵 久夫
年輪年代学 奈文研 埋文センター研究員 光谷 拓実
出雲荒神谷遺跡出土銅剣の現状
文化庁 美術工芸課主任文化財調査官 三輪 嘉六
出雲荒神谷遺跡出土釦則の分析 束文研 保存科学部長 江本 義理
螺釦の技法について
東文研 修復技術部第一修復技術研究室長 中里 寿克
6.国 際 ・国 内交 流











































































大 韓 民 国
大 韓 民 国
大 韓 民 国
フ ラ ソ ス
イン ドネ シア
ア メ リ カ
イ ギ リ ス
イ ギ リ ス



























フ ラ ン ス
大 韓 民 国
大 韓 民 園





















































M.D.ラ ベ ー ル
H.ス パ デ ィ ナ
A.ド ワ ン
∫,バ ク ス タ ー
M.ウ オ ー ン ズ











W.コ ー ル ド レ イ ク

























































フ ラ ン ス

































研 究代表者 保存科学部長 江本 義理
委 嘱 期 間61年3月1日～3月22日
2)張 慶浩(大韓民国文化財研究所美術工芸研究室長)
共同研究課題 文化財保存事業の日韓比較研究
研 究代 表者 所長 伊藤 延男
委 嘱 期 間61年1月20日～2月4日
3)鄭 永鏑(大韓民国檀国大学校教授)
共同研究課題 日本における7～8世紀の仏像と韓国における仏像との比較研究
研究代表者 美術部長 柳澤 孝
委 嘱 期 間61年2月10日～2月15日
4)百橋 明穂(神戸大学文学部助教授)
共同研究課題 平安仏画の代表的作品に関する共同研究
研 究代衷者 美術部長 柳澤 孝






研究代表者 保存科学部長 江本 義理









日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西洋美術の全般にわたる研究書を中心に,
関連図雷,各種叢書,辞 典類など和漢書(37,949),洋書(3,997),計41,944冊のほか,
各都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要類,売 立
目録,展 覧会 目録などを所蔵 し,所内及び所外の研究者の利用に供 している。
1
芸 能関係 図書
雅楽 ・春事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他わが国の
伝統芸能の研究に必要な図書7,705冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第
1次)・テア トロ(第1次)・新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究







区 分騰 犠 課 、欝醜 計
















り一貫 して力を洋いできた写真資料を有する。それらは日本東洋古美術,日 本近代 ・
現代美術,西 洋美術の全域にわた り,それぞれ絵画,書蹟,彫 刻,工芸,建 築等の諸
部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ26万点,原 板保有量はほぼ
3分の1に あた り,別にマイクロ ・フィルム255巻がある。写真資料のほか,拓 本,
作家伝記資料,落款印章資料,近代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラップ等
と,図書カー ド,図版 カー ド,各種索引類など多数。
芸能関係資料
レコー ド・録音テープ ・写真(8ミリ・16ミリシネを含む)等による芸能資料を数多
くそなえている。 レコー ドには,毎 年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコー
ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入した安原コレクションレコー ド
5,450枚が含まれている。 安原コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発
売された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知る






1録 音 テ ー プ区 分
レ コー ド1
従 来 方 式lPCM方 式
昭 和60年度35枚;27本0本
計7,061〃 層2,617〃82〃


























めに設けられた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵 している。
創立当時主 として黒田家から寄贈された ものは,油絵125点,素描170点,写生帳等




















第108条 文化庁長官の所轄の下に,文 化庁に国立国語研究所を置 く。












第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は,法 第5条 第37号に規定する政令
で定める研究施設とする。







関 係 法 規










第118条 東京国立文化財研究所に,庶 務課及び次の五部を置 く。
(1)美 術 部






























第121条 芸能部に,演 劇研究室,音楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置 く。
2.演 劇研究室においては,演劇及びその保存に関す る調査研究を行ない,並びにそ
の結果の公表を行なう。



















る科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行な う。
臨 第三修復技術研究室においては,石,土 又は金属を材料とする文化財の修復に関
する科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行な う。
一一?7一
一
関 係 法 規
(情報資料部の二室及び事務)
繁122条の3情 報資料部Y'`,文献資料研究室及び写真資料研究室を置 く。
2.文 献資料研究室においては,第118条第1号か ら第4号 までに掲げる各部の所掌
に係る文献資料その他の資料(写真資料を除 く。)の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,
閲覧及び調査研究を行なう。
3。写真資料研究室においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌











発行所 東京 国立文化 財研究所
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